
準
備
会
に
は
25
法
人
が
参
画
し

事
業
の
仕
組
み
づ
く
り
に
着
手

社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会
（
熊
谷

茂
会
長
）
で
は
、｢

Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｅ
・
あ
ん

し
ん
サ
ポ
ー
ト
事
業｣

の
実
施
に
向
け
て
、

県
内
の
社
会
福
祉
法
人
が
率
先
し
て
活
動

す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
経
営
協
部
会

の
会
員
法
人
に
、事
業
へ
の
参
画
を
促
し
、

平
成
27
年
12
月
10
日
に
専
門
部
会｢

地
域

公
益
活
動
推
進
事
業
準
備
会｣

（
以
下
、

準
備
会
）
を
設
立
し
ま
し
た
。

準
備
会
に
は
、
県
内
の
社
会
福
祉
法
人

（
経
営
協
の
会
員
法
人
は
１
７
５
法
人
）
の

う
ち
、
本
事
業
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
自
ら

手
を
上
げ
た
25
法
人
（
平
成
28
年
２
月
25

日
現
在
）
が
入
会
し
、
担
当
相
談
員
を
配

置
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
そ
の
中
の
８
法
人
が
、
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
生
活
困
窮
世
帯
等
へ
の
支
援

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

モ
デ
ル
事
業
を
実
施
中
の
社
会
福
祉
法

人
へ
の
相
談
例
（
一
部
）
で
は
▽
年
金
の

み
の
生
活
で
ガ
ス
給
湯
器
が
故
障
し
て
お

り
お
湯
が
使
え
な
い
▽
生
活
保
護
申
請
中

だ
が
決
定
ま
で
の
所
持
金
が
な
く
、
子
ど

も
の
学
用
品
が
買
え
な
い
▽
年
金
支
給
ま

で
生
活
を
つ
な
ぐ
資
金
が
な
い
等
、
日
常

生
活
に
支
援
を
必
要
と
す
る
方
の
相
談
に

応
じ
、
関
係
機
関
と
連
携
の
う
え
、
必
要

社
会
福
祉
法
人
は
、
社
会
福
祉
法

に
基
づ
い
て
高
齢
者
の
介
護
・
障
が

い
者
へ
の
支
援
・
保
育
や
子
育
て
支

援
・
地
域
福
祉
の
推
進
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
お

こ
な
っ
て
い
る
公
益
法
人
で
す
。

｢

Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｅ
・
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー

ト
事
業｣

は
、
県
内
の
社
会
福
祉
法

人
と
各
市
町
村
の
社
会
福
祉
協
議
会

が
連
携
・
協
力
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

生
活
課
題
を
抱
え
る
住
民
の
相
談
に

応
じ
、
日
常
生
活
上
の
福
祉
的
な
困

り
ご
と
の
解
決
に
向
け
て
支
援
し
て

い
く
社
会
貢
献
（
地
域
公
益
）
活
動

で
す
。

社会福祉法人が連携・協力して行う社会貢献活動

｢IWATE・あんしんサポート事業｣
の実施に向けて

岩手県社会福祉協議会・社会福祉法人経営者協議会では、平成28年度から社会福祉法人
の協働による社会貢献（地域公益）活動 ｢IWATE・あんしんサポート事業｣ の実施を予
定しています。
生活課題を抱えている方の世帯には、要介護高齢者や保育が必要な子ども、知的障がい、
精神障がいが疑われる方等が散見されることから、社会福祉法人が自らの専門的なノウハ
ウを活かして支援を行うことが期待されており、その期待に応えるべく実施するものです。

事
業
の
本
格
実
施
に
向
け
て

生
活
困
窮
世
帯
等
を
対
象
と
す
る
モ
デ
ル
事
業
を
実
施

な
各
種
社
会
保

障
制
度
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
へ
つ

な
い
で
い
ま
す
。

ま
た
、
緊
急

を
要
す
る
場
合

は
、
現
物
（
食

事
提
供
な
ど
）
に
よ
る
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

オ
ー
ル
社
会
福
祉
法
人
の

連
携
を
目
指
す

地
域
公
益
活
動
推
進
事
業
準
備
会
の
活

動
期
間
は
、
設
立
当
初
、
平
成
28
年
３
月

31
日
ま
で
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
社
会
福

祉
法
人
経
営
者
協
議
会
総
会
（
平
成
28
年

３
月
８
日
開
催
）
に
お
い
て
、
参
画
す
る

法
人
数
を
増
や
し
な
が
ら
事
業
を
本
格
実

施
す
る
ま
で
活
動
期
間
を
延
長
す
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。

個
々
の
社
会
福
祉
法
人
も
、
介
護
人
材

不
足
な
ど
深
刻
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す

が
、
協
働
化
す
る
こ
と
で
マ
ン
パ
ワ
ー
不

足
を
補
い
つ
つ
、
法
人
の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ

を
地
域
に
還
元
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
県
や
市
町

村
行
政
と
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
推
進
す

る
と
と
も
に
、
定
款
上
の
認
可
等
に
つ
い

て
も
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

特
集
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岩手県社会福祉協議会の内部組織にあたる社会福祉法人経営者協議会
（社会福祉法人理事長の協議会）では、平成26年度から検討を重ね、下図のサ
ポート体制を構築しながら、平成28年度を目途に事業を開始する予定です。
（※正式な実施まではモデル事業を実施）

県内の社会福祉法人（社会福祉施設）

県内の各市町村社会福祉協議会との連携

福祉的課題を抱える方の自立サポート

オール社会福祉法人連携による人的・経済的支援

岩手県社会福祉協議会
相談員の派遣

IWATE・ふくし支えあい基金

基金の拠出

少子高齢化の進行や人口減少問題とともに、介護難民・生
活保護受給者の増大などを背景として、わが国の社会保障制度は過渡期を迎えています。
また、産業構造の変化などに伴って、雇用形態や家庭の機能も変化し、生活上の課題

（福祉的課題）が多様化・複雑化しており、現行の福祉制度・サービスのみでは、これ
に対応していくことは困難といわれています。
さらに本県では、東日本大震災によって、これらの課題が急速に顕在化しており、地
域の資源を総動員して、それぞれの地域が抱える福祉的な課題へ対応することが求めら
れています。

こうした社会的な背景も相まって、社会福祉法人※のあり方が問われており、根拠法
令である ｢社会福祉法｣ が一部改正される見込みとなっています。
法改正では、社会福祉法人が持つ高い公益性・非営利性に鑑み、地域公益（社会貢献）
活動を実施する責務などが規定される予定です。

社会福祉法に基づいて高齢者の介護・障がい者への支援・保育や子育て支援・地域福祉の推進など、
さまざまな福祉サービスの提供活動をおこなっている公益法人。社会福祉施設経営法人や社会福祉協
議会など。

⑴社会福祉法人等が協働して社会貢献活
動を行うための仕組みづくり

⑴岩手県社会福祉法人社会貢献活動推進
事業

⑵既存の制度での対応が難しい福祉諸課
題解決のための支援

⑶県内各地で社会貢献活動に取り組む社
会福祉法人等への支援

⑷広報、調査研究活動

■公益活動推進支援員の配置
●地域公益活動の実施の支援、関係機
関との連携、総合的な周知啓発活動
等
●社会福祉法人等からの経営相談への
対応等
■社会福祉法人等の協働による生活困
窮世帯等への支援の実施
●社会福祉法人等にあんしんサポート
相談員を配置
●公益活動推進支援員、生活困窮者自
立支援事業、あんしんサポート相談
員の連携により、生活困窮者世帯等
への訪問、支援を行う

●経営協専門部会と連携し、貧困問題
により ｢生きづらさ｣ を感じる子ど
もの居場所 ｢フリースペース｣ を設
置
●経営協専門部会と連携し、知的、発
達障がい者（疑いを含む）、ニート、
ひきこもり、刑余者、生活保護受給
者等、就労プランがありながら安定
して働けない方に、就労の準備活動
の場を提供する｢就労準備ボランティ
ア｣ を実施

●社会福祉法人の社会貢献活動をホー
ムページで紹介
●研修への講師派遣、勉強会の合同開
催等

行政等の窓口まで同行し、手続きを支援します。

県経営協の会員で、本事業の趣旨に賛同し、１人以上担当相談員を置くことが可能な法
人。
◆｢IWATE・あんしんサポート事業｣「地域公益活動推進事業準備会」に関する問い合わせ先　
岩手県社会福祉協議会 福祉経営支援部　担当：千葉真弓（TEL 019-637-4403）

経済的援助の必要性がある場合は、現物給付にて援助を行います。この事業は社会
福祉法人が社会貢献として行うものですので、返還する必要はありません。
ただし、支払い、購入の際は、必ず相談員が同行し、領収書等支払いの証明となる
書類を持ち帰ります。

一世帯につきおおむね５万円以内。

職員の訪問や同行を拒否する場合は、経済的支援の対象になりません。

●ホームページを活用した県民向けの
PR
●パンフレットを活用した社会福祉法
人、県民向けのPR
●社会福祉法人による社会福祉法人社
会貢献活動実施状況調査の実施

⑵制度での対応が難しい福祉諸課題解決
のための活動の企画と実施

⑶県内各地で社会貢献活動に取組む法人
等への支援

この事業でできる支援の内容

岩手県社会福祉法人経営者協議会による体制構築

事業に関する問い合わせ先

活動内容

IWATE・あんしんサポート事業
（平成28年度社会福祉経営サポート事業）

実施項目

社会・地域の福祉的課題などの多様化・
複雑化

社会福祉法人としての使命・役割の再認識

●既存の制度へのつなぎ

■地域公益活動推進事業準備会への入会条件

●経済的支援

●経済的支援の限度額

●その他

※社会福祉法人

事 業 開 始 の 背 景
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準
備
会
に
参
画
し
て
い
る
社
会
福
祉

法
人
か
ら
は
、
モ
デ
ル
事
業
を
通
じ
て

｢

社
会
へ
の
貢
献
と
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
職
員
の
育
成
研
修
や
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
研
修
、
実
際
の
支
援
な
ど
を
通
じ
て

職
員
の
視
野
が
広
が
り
、
職
員
教
育
の

一
環
と
し
て
も
有
効｣

と
い
っ
た
声
が

聞
か
れ
て
い
ま
す
。

全
国
経
営
者
協
議
会
で
は｢

一
法
人

一
実
践｣

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
地
域
公

益
活
動
へ
の
参
画
を
提
唱
し
て
い
ま
す

が
、｢

Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｅ
・
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー

ト
事
業｣

で
は
、
他
の
社
会
福
祉
法
人

や
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
等
の
連
携

の
中
で
、
自
ら
の
持
つ
専
門
的
な
ノ
ウ

ハ
ウ
を
効
率
的
に
活
か
し
て
活
動
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

生
活
困
窮
世
帯
に
は
要
介
護
高
齢
者

や
保
育
が
必
要
な
子
ど
も
、
知
的
障
が

い
者
、
精
神
障
が
い
が
疑
わ
れ
る
方
な

ど
が
散
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

特
に
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
を
育
成
、
配
置
し
て
い
る
法

人
の
積
極
的
な
参
画
を
お
願
い
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
参
画
す
る
法
人
数
を
増
や
し

な
が
ら
、
支
援
結
果
を
検
証
し
、
Ｉ
Ｗ

格
差
社
会
が
進
む
中
で
社
会
的
孤
立
、

経
済
困
窮
、
世
代
を
超
え
た
貧
困
の
連

鎖
な
ど
、
従
来
の
福
祉
制
度
の
枠
組
み

だ
け
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
多
様
で
深
刻

な
課
題
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

本
事
業
へ
の
参
画
は
、
社
会
福
祉
法

人
制
度
改
革
に
含
ま
れ
る｢

地
域
に
お

け
る
公
益
的
な
取
組
み
の
実
施｣

に
も

該
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
制
度
の
狭
間

で
苦
し
む
方
々
の
緊
急
課
題
の
解
決
の

た
め
に
、
高
齢
者
福
祉
、
障
が
い
者
福

祉
、
保
育
な
ど
の
業
務
に
携
わ
る
県
内

の
社
会
福
祉
法
人
が
、
横
断
的
に
連
携

し
、連
帯
し
な
が
ら
共
通
認
識
を
深
め
、

大
同
団
結
し
て
取
組
む
こ
と
が
急
務
と

考
え
て
い
ま
す
。

法
人
は
自
ら
の
使
命
・
役
割
に
つ
い

て
改
め
て
原
点
に
立
ち
戻
り
、
実
践
で

示
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

今
後
は
準
備
会
の
中
で
、
各
地
域
で

社
会
貢
献
活
動
に
取
組
む
法
人
数
を
増

や
し
、
社
会
貢
献
活
動
の
実
施
状
況
を

調
査
・
検
証
し
な
が
ら
、
一
方
で
、
関

係
機
関
と
連
携
し
、
法
人
及
び
県
民
に

対
し
て
周
知
啓
発
を
図
り
な
が
ら
、

〝
オ
ー
ル
社
会
福
祉
法
人
連
携
・
連
帯
〞

で
取
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

28
年
度
も
準
備
会
を
継
続
し

事
業
の
仕
組
み
を
整
え
る

大
同
団
結
し
て
共
通
認
識
を
深
め

よ
り
よ
い
事
業
に

岩
手
県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会

｢

Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｅ
・
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
事
業｣

準
備
会
会
長

社
会
福
祉
法
人
み
ち
の
く
大
寿
会　

特
養
ホ
ー
ム
久
慈
平
荘
副
施
設
長

野
田 

大
介 

氏

岩
手
県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会
会
長

社
会
福
祉
法
人
つ
く
し
会
理
事
長

特
養
ホ
ー
ム
明
生
園
・
真
生
園
施
設
長

熊
谷 

茂 

氏

IWATE・あんしんサポート事業の
円滑な開始につなげるために

IWATE・あんしんサポート事業
３年間の目標

●福祉諸課題の解決に向けた社会貢献活
動に取組む法人の目標数を100法人
とする。
●１法人１実践とは、全国経営者協議会
が提唱するスローガンであり、まずは
全国経営協会員が率先して取り組むべ
き課題であることを考慮して、３年間
の目標数を100法人とする。（平成27
年10月末現在の全国経営協会員：115
法人）

●フリースペースを、県北、県央、県南、
沿岸、両磐、各ブロックに設置する。
●目標数は、中央３か所、沿岸１か所、
県南２か所、県北１か所、両磐１か所、
合計８か所を目標数とする。

●就労準備活動の場を、県北、県央、県
南、沿岸、両磐、各ブロックに設定す
る。
●目標数は、中央６か所、沿岸３か所、
県南５か所、県北２か所、両磐１か所、
合計17か所とする。

⑴１法人１実践の実現に向けた取
組み（100法人）

⑵ ｢生きづらさ｣ を感じる子ども
の居場所づくり（８か所）

⑶就労準備活動の場の開拓（17
か所）

Ａ
Ｔ
Ｅ
・
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
事
業
の

円
滑
な
事
業
開
始
に
つ
な
げ
る
予
定
で

す
。｢

生
き
づ
ら
さ｣

を
感
じ
て
い
る

人
々
が
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、事
業
の
仕
組
み
を
、県
下
に
し
っ

か
り
と
構
築
し
、
実
践
し
て
い
く
考
え

で
す
。
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